
【
前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
】

柏
崎
市　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
国
の
制
度

で
医
師
が
い
な
い
場
所
で
の
配
布
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
も
制
度
の
簡
略
化
を
国
に
要

望
し
て
い
る
。

柏
崎
市　

県
の
医
務
薬
事
課
主
導
で
、
検

討
し
て
い
る
状
況
。
市
と
村
は
協
力
の

立
場
と
な
る
。

【 

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

　 

意
見
交
換 

】

新
潟
県　

避
難
す
る
場
合
、
運
転
手
も
一

般
人
で
あ
る
た
め
、
法
改
正
、
仕
組

み
を
変
え
な
い
と
精
神
論
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
。
府
省
会
議
の
分
科

会
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
バ

ス
の
調
達
、
運
転
手
の
問
題
、
手
順

と
し
て
は
そ
れ
ら
が
担
保
で
き
な
い

と
避
難
計
画
に
載
せ
ら
れ
な
い
。
バ

ス
協
会
、
バ
ス
会
社
、
国
、
県
と
市

町
村
で
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

柏
崎
市　

例
え
ば
震
度
５
弱
を
超
え
る
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
子
ど
も
の
引

き
渡
し
が
始
ま
る
が
、
避
難
ま
で
に

保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
は
、
各
学
校
、
保
育
園
で

ま
と
ま
っ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
で
定
め
ら
れ
た
避
難
先
へ
教
職

員
の
引
率
で
避
難
す
る
。
そ
の
後
、

避
難
先
で
保
護
者
に
引
き
渡
し
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

刈
羽
村　

保
育
園
、
学
校
が
避
難
計
画
等

を
作
成
し
て
い
る
。
一
斉
メ
ー
ル
で
保

護
者
に
は
迎
え
を
要
請
し
、
自
家
用
車

避
難
と
な
る
。
車
１
台
に
お
よ
そ
２
人

の
計
算
で
想
定
。
渋
滞
も
予
測
さ
れ
る
が
、

逃
げ
る
方
向
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
時

間
の
問
題
で
解
決
す
る
。
避
難
計
画
、

原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
年
に
４
回

消
防
団
、
区
長
な
ど
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て

お
り
、
地
域
の
会
合
な
ど
、
要
請
に
応

じ
て
村
か
ら
の
説
明
会
も
行
っ
て
い
る
。

柏
崎
市　

市
で
も
検
討
し
て
い
る
が
、
ま

ず
は
現
状
の
避
難
に
関
連
す
る
道
路

の
拡
幅
や
整
備
の
早
期
完
成
を
要
望

し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
の
が
現
状
。

柏
崎
市　

災
害
発
生
時
に
は
、
小
中
学
校
、

コ
ミ
セ
ン
の
体
育
館
な
ど
に
職
員
を
派

遣
し
、
避
難
所
を
開
設
す
る
。
避
難
の

指
示
は
防
災
無
線
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な

ど
、
そ
の
時
に
使
用
で
き
る
伝
達
手
段

を
用
い
て
行
う
。
町
内
会
ご
と
に
自
主

防
災
組
織
が
あ
り
、
コ
ミ
セ
ン
が
地
区

の
防
災
拠
点
に
な
る
。
各
コ
ミ
セ
ン
に

は
、
I
P
無
線
機
を
配
備
し
て
い
る
。

刈
羽
村　

原
子
力
防
災
は
国
が
決
め
た
も

の
に
基
づ
い
て
県
が
決
め
、
市
・
村

が
決
め
て
い
る
。
村
の
指
揮
系
統
は

村
長
、
情
報
は
県
や
国
、
事
業
者
か

ら
集
め
た
も
の
を
村
長
の
責
任
で
発

布
す
る
。
基
本
的
に
は
防
災
行
政
無

線
で
流
し
、
村
内
に
５
か
所
の
地
区

拠
点
を
設
け
、
こ
こ
に
バ
ス
が
来
る
。

新
潟
県　

災
害
対
策
基
本
法
の
中
で
、
市

町
村
の
防
災
計
画
が
県
の
防
災
計
画

に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
あ
り
、
市
村
の
避
難
計
画
は

県
が
確
認
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
感
想
・
意
見
】

●
わ
か
り
や
す
く
見
や
す
く
作
ら
れ
て

い
る
。

●
住
民
が
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
存
在
を

知
っ
て
い
る
か
が
問
題
。
も
っ
と
話
題

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

●
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
は
複
合
災
害

の
視
点
が
全
く
抜
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。
住
民
が
納
得
で
き
る

よ
う
な
指
針
の
見
直
し
を
ぜ
ひ
や
っ
て

ほ
し
い
。
同
時
に
規
制
委
員
会
に
は
責

任
を
も
っ
て
防
災
の
実
効
性
を
検
討
で

き
る
委
員
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

●
避
難
の
方
法
は
企
業
の
管
理
者
に
も

重
要
な
問
題
。
行
動
原
理
だ
け
で
も

よ
い
の
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。
最
後

は
国
の
責
任
で
、
自
衛
隊
な
ど
が
す

べ
て
の
家
を
回
る
、
よ
う
な
こ
と
を

し
て
も
ら
え
れ
ば
安
心
で
あ
る
。

　

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い

て
各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告
を
受

け
た
。
そ
の
後
、刈
羽
村
で
は
昨
年
３

月
、柏
崎
市
で
は
今
年
３
月
に
配
布
さ

れ
た
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。 柏

崎
市
、刈
羽
村
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て

柏
崎
市
、刈
羽
村
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

柏
崎
市
、刈
羽
村
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
7
月
6
日（
水
）

出
席
者
17
名（
欠
席
3
名
）

概 要

地域の会 概要
①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
　推薦を受けた25名以内の委員で構成。任期は2年。
②会の任務（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　（2）事業者等への提言
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　（4）委員の研修
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況
を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行うことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

①会
　推
②会
　　
　　
　　
　　

は、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者や行政当局局の必要にして

視点
情報誌

平成28年10月5日発行
第80号

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する

h t t p : / / w w w . t i i k i n o k a i . j p

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席
④会議の種類： 定例会（毎月1回）
　　　　　　   臨時会（必要に応じ開催）　※会は、原則すべて公開。

オ
ブ
ザ
ー
バー

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）

定例会定例会
第第157157回回

旨に沿った様々な活動を行っ

第第第7月7月

Q
（
原
子
力
災
害
時
の
）
い
ざ
と
い

う
時
、
迎
え
に
来
る
バ
ス
は
業
者

の
バ
ス
か
。
手
配
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

Q
避
難
に
な
っ
た
場
合
、
子
ど
も

を
保
護
し
つ
つ
保
護
者
の
迎
え

を
要
請
と
あ
る
が
、
小
中
学
校

は
ど
こ
ま
で
対
応
し
て
く
れ
る

の
か
。

Q
避
難
時
、
刈
羽
村
の
保
育
園
、

小
中
学
校
の
対
応
は
ど
う
か
。

自
家
用
車
で
の
避
難
を
ど
の
よ

う
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
る
か
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
説

明
を
各
集
落
に
行
う
計
画
は
あ

る
か
。

Q
原
則
、
車
で
の
避
難
と
い
う
こ

と
だ
が
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を

作
る
計
画
は
あ
る
の
か
。（
無
い

な
ら
ば
）
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

設
置
を
要
望
し
た
い
。

Q
避
難
は
ど
の
よ
う
な
指
揮
系
統

で
、
関
係
者
に
は
具
体
的
に
ど

の
程
度
浸
透
し
て
い
る
か
。
具

体
的
な
指
示
は
誰
が
出
す
の
か
。

県
は
市
町
村
の
避
難
計
画
を
把

握
し
て
い
る
か
。

Q
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
に
つ
い
て
。

説
明
会
に
来
な
い
と
配
布
で
き
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
市
・
村

か
ら
届
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

制
度
を
も
う
少
し
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

Q
U
P
Z（
5
㎞
〜
30
㎞
圏
）内
の
安
定

ヨ
ウ
素
剤
配
布
は
今
後
ど
う
な
る

の
か
。



柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会発行

ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
おり、資料をダウンロードすることもできます。また、ホームページおよび地域の会に対する
ご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。

今後の｢地域の会｣定例会の開催案内

地域の会の活動はホームページでご覧いただけます。
お
き

い

きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する
知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開して
きます また ホ ムペ ジおよび地域の会に対する

いただけます。

会は公開で行われています。
　傍聴はお気軽にお越し下さい。

http://www.tiikinokai.jp

事務局：公益財団法人 柏崎原子力広報センター  〒945-0017新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号

柏崎刈羽地域では新聞折込による配布としております（偶数月の５日）
TEL 0257-22-1896　FAX 0257-32-3228　E-mail info@tiikinokai.jp

　

こ
の
会
で
は
〝
原
子
力
〞に
関
す
る

諸
問
題
が
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、国

民
と
国
や
行
政
、事
業
者
の
〝
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞の
問
題
が
最
重
要
な

目
的
だ
と
思
い
参
加
し
て
い
る
。

　

東
京
都
の
豊
洲
新
市
場
問
題
、安

全
保
障
問
題
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

燃
費
改
ざ
ん
な
ど
、事
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足

や
不
誠
実
、国
民
の
信
頼
感
を
得
る

べ
き
説
明
を
省
い
て
し
ま
っ
た
結
果

で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

　

先
日
、映
画
館
で「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」

を
見
て
き
た
。
東
京
都
内
に
微
量
の

空
間
放
射
線
量
が
確
認
さ
れ
た
際
に

原
子
力
規
制
庁
が
測
定
値
の
隠
ぺ
い

を
し
よ
う
と
し
た
描
写
が
一
瞬
あ
っ

た
。
そ
の
時
国
民
は
ど
こ
か
ら
か
漏

れ
て
き
た
放
射
線
量
の
情
報
を
元
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
、既
に
情
報
を
知
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
新
時
代
だ
と
思
う
。
情
報
を
扱
う

責
任
者
は
敏
感
に
感
じ
取
り
、時
代

に
合
っ
た
国
民
と
の
対
話
を
心
が
け

て
ほ
し
い
。　
　
　
　
（
竹
内
委
員
）

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。

第162回定例会第161回定例会

場所：柏崎原子力広報センター
日時：平成28年12月7日（水）午後6：30～8：50日時：平成28年11月2日（水）午後6：30～8：50

場所：柏崎原子力広報センター

編
集
後
記

【
前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
】

東
京
電
力　

今
回
の
よ
う
に
配
管
の
刻
印

や
材
料
証
明
書
の
記
載
に
誤
り
が
あ

る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
社

で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
製
造
会
社
の
工
場
に
立

ち
入
り
調
査
を
行
い
、
配
管
製
造
工

程
の
調
査
、
異
材
発
生
の
原
因
調
査

状
況
お
よ
び
再
発
防
止
策
の
内
容
を

確
認
し
、
品
質
管
理
の
徹
底
を
要
請

し
た
。
今
後
、
再
発
防
止
策
の
有
効

性
を
確
認
す
る
。

【
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
公
表
に
関
す
る

第
三
者
検
証
委
員
会
の
結
果
報

告
に
つ
い
て
】

東
京
電
力　

当
社
だ
け
の
調
査
で
は
、社

会
の
皆
様
の
信
用
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
第
三
者
の
方
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
経
緯
。

新
潟
県　

県
の
技
術
委
員
会
が
第
三
者
検

証
委
員
会
に
検
証
を
要
請
し
た
項
目

の
う
ち
、
第
三
者
検
証
委
員
会
の
未

検
証
事
項
と
検
証
が
不
十
分
と
思
わ

れ
る
事
項
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
合
同

検
証
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
あ
る
。

規
制
庁　

ま
ず
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
。
災
害
発
生
時
に
は
、
正
し
い

情
報
伝
達
が
重
要
で
あ
り
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
反
省
に
立

っ
て
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。
も
し
、

事
故
が
起
き
た
場
合
、
官
邸
に
総
理

大
臣
を
ヘ
ッ
ド
と
し
た
対
策
本
部
が
置

か
れ
、
現
地
の
対
策
本
部
、
事
業
者

か
ら
の
情
報
が
官
邸
の
本
部
に
上
が

り
、
対
応
方
針
等
の
判
断
が
行
わ
れ
る
。

東
京
電
力　

緊
急
時
に
は
、
東
京
電
力

本
社
に
も
緊
急
時
対
策
本
部
を
立
上

げ
、
規
制
庁
職
員
の
方
と
一
緒
に
即

応
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
で
合
同
で

対
応
す
る
。
連
携
を
取
る
た
め
の
訓

練
も
行
っ
て
い
る
。

【
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
生
と
の

　

対
話
集
会※

に
参
加
し
て
の
感
想
】

●
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
将

来
技
術
者
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
、

様
々
な
人
の
意
見
を
聞
け
る
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

●
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
特
に
事
業
者
）
が

不
適
合
事
象
な
ど
を
地
域
の
会
で
細

か
く
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
学
生
た

ち
は
驚
い
て
い
た
。
地
域
の
会
の
特

徴
で
あ
る
、
推
進
・
反
対
・
中
立
の

立
場
の
一
般
の
市
民
、
子
供
を
持
つ

親
の
意
見
を
聞
け
た
の
は
貴
重
だ
っ

た
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
原

子
力
技
術
を
学
び
た
い
と
い
う
若
者

と
対
話
し
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

●
学
生
た
ち
が
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
こ
と

は
心
強
い
と
感
じ
た
。
避
難
計
画
の

周
知
は
さ
れ
て
い
る
が
、
受
け
取
る

側
が
熟
知
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る

と
改
め
て
感
じ
た
。

●
放
射
線
の
影
響
と
い
う
の
は
、
リ
ス

ク
を
与
え
る
側
と
住
民
側
で
は
受
け

取
り
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
感

じ
た
。
地
域
住
民
と
対
話
を
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
見

方
に
つ
い
て
の
情
報
も
研
究
し
た
上

で
共
に
対
話
が
で
き
れ
ば
、
充
実
し

た
対
話
集
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

●
避
難
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
生
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
話

を
興
味
深
く
聞
い
て
く
れ
た
。「
地
域
の

会
」
と
い
え
ば
「
反
対
派
」「
廃
炉
」
の

イ
メ
ー
ジ
に
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

●
学
生
た
ち
が
真
剣
に
考
え
て
い
た
こ

と
は
非
常
に
感
心
し
た
。
福
島
の
現

状
を
実
際
に
何
度
も
見
に
行
っ
て
ほ

し
い
と
話
し
た
。

●
原
子
力
災
害
は
発
電
所
が
止
ま
っ
て

い
て
も
起
き
る
こ
と
を
学
生
た
ち
は

知
ら
な
か
っ
た
。
避
難
訓
練
や
避
難

時
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
具
体
的
な
状

況
を
例
に
話
を
し
た
。

●
知
識
を
ど
の
よ
う
に
得
る
か
、
そ
れ

に
よ
っ
て
正
し
い
見
極
め
が
で
き
る
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
最
終
的
に
は
個

人
の
責
任
で
は
な
い
か
、
と
い
う
対

話
に
な
っ
た
。
ぜ
ひ
次
回
も
大
勢
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
勉
強
熱

心
な
学
生
と
の
対
話
を
参
考
に
、
地

域
の
会
で
の
発
言
に
繋
げ
て
も
ら
い

た
い
。

　

前
回
定
例
会
以
降
の
動
き
に
つ
い

て
各
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
報
告
を
受

け
た
。
そ
の
後
、東
京
電
力
か
ら
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
の
公
表
に
関
す
る
第
三
者

検
証
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、質
問
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、７
月
に
長
岡
技
術
科
学
大

学
で
開
催
さ
れ
た
学
生
と
の
対
話
集
会

に
つ
い
て
、参
加
委
員
が
感
想
を
述
べ
た
。

※
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

技
科
大
生
か
ら
地
域
の
会
委
員
と

「
原
発
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
た

い
と
の
要
請
を
受
け
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
。

中
村
明
臣
氏
が
退
任
し
、後
任
に
町
田
善
彦

（
ま
ち
だ
よ
し
ひ
こ
）氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

（
７
月
１５
日
付
け
）

委
員
交
代
の
お
知
ら
せ

定例会定例会
第第158158回回

オ
ブ
ザ
ー
バー

場　

所
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー（
研
修
室
）

開
催
日
平
成
28
年
8
月
3
日（
水
）

出
席
者
18
名（
欠
席
2
名
）

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
、原
子
力
規
制
事
務
所（
原
子
力
規

制
庁
）、地
域
担
当
官
事
務
所（
エ
ネ
庁
）、東
京
電
力（
株
）

概 要

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
公
表
に
関
す
る
第
三
者

検
証
委
員
会
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
公
表
に
関
す
る
第
三
者

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
公
表
に
関
す
る
第
三
者

検
証
委
員
会
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

第第第8月8月

Q
第
三
者
検
証
委
員
会
の
出
し
た
検

証
項
目
を
不
服
と
し
て
、
県
の
技

術
委
員
会
が
出
し
た
70
項
目
に
及

ぶ
検
証
項
目
は
、
東
京
電
力
と
技

術
委
員
会
の
合
同
検
証
委
員
会
に

引
き
継
が
れ
る
の
か
。

Q
東
京
電
力
は
福
島
事
故
の
当
事
者

で
あ
り
、
原
子
力
発
電
所
の
専
門

家
。
な
ぜ
第
三
者
に
委
ね
る
の
か
。

報
酬
を
支
払
っ
て
依
頼
し
た
第
三

者
の
報
告
で
信
用
性
、
正
当
性
が

認
め
ら
れ
る
内
容
な
の
か
。
こ
う

い
う
や
り
方
は
ま
ず
い
の
で
は
な

い
か
。

Q
発
電
所
に
納
入
さ
れ
た
配
管
の
材

質
が
、
材
料
証
明
書
と
違
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

企
業
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
東

京
電
力
自
身
が
確
認
す
る
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Q
も
し
、
今
後
同
じ
よ
う
な
事
故
が

起
き
た
時
、
官
邸
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。


